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 ４月１０日未明以降、県内各地域で降雪が確認され、中北地域の北部及び富士東部地域

を中心に積雪が確認されており、今後も気温の低い日があることが予想されています。 

 果樹については、開花期を迎えていることから、結実の確保のために、次のような対策

をお願いします。 

  

 

 

果樹 

○モモ、オウトウ等、開花中の地域や作目においては、下向き花を中心に丁寧な人工受粉

を行い、安定した結実を確保する（雌しべの柱頭が褐変するまで受精能力があるので、

晴天で温暖な風の少ない日には、重点的に実施する）。 

○開花期が低温であったことから、開花期間が長くなるため遅れ花なども含め受粉回数を 

増やす。 

○立木では、樹冠下部の結実率が劣る恐れがあるため、樹冠上部の受粉を重点的に行う。 

○被害を受けた場合は、結実状況が確認出来るまで摘果等の作業は控える。 

 


